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WB 1:500-1:1000,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 74 kDa; Observed MW: 58-75 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	多くの受容体からのシグナル伝達に寄与し、アクチン細胞骨格の調節を含む複数の下流経路でシグナル伝達物質として関与する非受容体チロシンキナーゼ。適応免疫応答の調節において、ITK と重複した役割を果たします。従来の T 細胞と非従来の NKT 細胞の発達、機能および分化を調節します。TCR 依存性 IL2 遺伝子誘導に必要です。CD28 特異的基質の 1 つである DOK1 をリン酸化して、CD28 シグナル伝達に寄与します。TCR 架橋によって誘導される IL2RA 発現を負に制御するシグナルを媒介します。B 細胞の発生と活性化のための BCR シグナル伝達において、特に BCR シグナル伝達タンパク質である STAP1 をリン酸化することにより、BTK と重複した役割を果たします。効率的なサイトカイン産生のために肥満細胞で必要です。顆粒球コロニー刺激因子CSF3（骨髄細胞の増殖、分化、機能的活性化を促進する重要なサイトカイン）による活性化を介して、骨髄細胞の増殖と分化の両方のメカニズムに関与しています。インテグリン活性化の下流の血小板シグナル伝達に関与しています。相互リン酸化を介してJAK2と協力し、サイトカインによるFOS転写の活性化を媒介します。FOS活性化経路の負の修飾因子であるGRB10は、TECのもう1つの基質です。TECは、血小板におけるGタンパク質共役受容体およびインテグリンを介したシグナル伝達に関与しています。肝細胞の増殖と肝臓再生に役割を果たし、HGF誘導性ERKシグナル伝達経路に関与しています。TECはまた、FGF2 'Tyr-215'のリン酸化を介して、さまざまな生理学的条件下でFGF2の非従来型分泌（小胞体（ER）/ゴルジ体非依存性メカニズム）を制御します。破骨細胞の分化の調節にも関与している可能性がある。
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	Tec 抗体を使用した K562 溶解物中の Tec のウエスタン ブロット分析。
	

	Tec抗体とDAPI（青）を用いたHela中のTec（緑）の免疫細胞化学分析

